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大
空
へ

令和２年３月⑴

　

令
和
元
年
秋
に
日
本
で
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開

か
れ
た
。
日
本
で
は
メ
ジ
ャ
ー

で
な
い
競
技
が
や
っ
と
世
間

に
注
目
さ
れ
た
。
世
界
も
驚

い
た
が
日
本
で
も
驚
愕
も
の

だ
。
な
ん
か
う
れ
し
い
。
息
子

が
鹿
体
大
Ｏ
Ｂ
の
先
生
に
ラ

グ
ビ
ー
部
へ
勧
誘
さ
れ
て
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
試
合
を

見
る
た
び
に
ル
ー
ル
を
覚
え

た
。
拮
抗
し
た
試
合
は
特
に

応
援
し
甲
斐
が
あ
っ
た
▼
1

年
前
に
社
会
人
の
試
合
を
見

る
機
会
が
あ
っ
た
。
会
場
は
ガ

ラ
ガ
ラ
で
動
員
さ
れ
た
保
護

者
も
多
か
っ
た
。ラ
グ
ビ
ー
界

で
は
有
名
な
選
手
も
い
た
ら

し
い
が
、
当
時
は
知
る
由
も

な
い
。
で
も
試
合
は
拮
抗
し

て
、
簡
単
に
は
得
点
さ
せ
な
い

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
感
服
し
、
ラ

グ
ビ
ー
の
醍
醐
味
を
感
じ
た

▼
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
当
初
か

ら
テ
レ
ビ
中
継
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
。
ル
ー
ル
が
な
ん
と

な
く
判
っ
て
き
た
の
で
、
解
説

の
あ
る
テ
レ
ビ
観
戦
で
も
十

分
楽
し
め
た
。
先
述
の
先
生

は
現
地
観
戦
の
た
め
に
多
額

の
出
費
を
し
た
よ
う
だ
。
高

校
の
県
大
会
で
は
見
る
こ
と

が
な
か
っ
た
「
ジ
ャ
ッ
カ
ル
」

は
こ
の
時
知
っ
た
技
で
あ
る
。

巷
に
は
「
に
わ
か
フ
ァ
ン
」
が

一
気
に
急
増
し
た
。
よ
う
や
く

ラ
グ
ビ
ー
が
人
気
ス
ポ
ー
ツ
へ

変
わ
っ
た
▼
息
子
は
進
学
後

も
ラ
グ
ビ
ー
を
す
る
つ
も
り

ら
し
い
。
彼
は
代
表
選
手
で

は
な
く
競
技
そ
の
も
の
に
魅

力
を
感
じ
て
い
る
。
そ
し
て
僕

は
こ
れ
か
ら
も
ビ
ー
ル
片
手

に
観
戦
す
る
▼
今
回
人
気
が

出
た
ラ
グ
ビ
ー
に
は
、
今
後
も

魅
力
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り

続
け
て
ほ
し
い
。
鹿
体
大
Ｏ
Ｂ

の
先
生
に
は
感
謝
で
い
っ
ぱ
い

だ
。　
　
　
　

   

（
Ｋ
・
Ｔ
）

　

国
際
大
会
・
全
国
大
会
等
で
顕

著
な
成
績
を
収
め
、
鹿
児
島
県
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
た
選
手

を
表
彰
す
る
鹿
児
島
県
知
事
表
彰

「
ス
ポ
ー
ツ
部
門
」
で
、
鹿
屋
体

育
大
学
か
ら
も
学
生
10
名
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
は
2
月
４

日
に
鹿
児
島
県
庁
で
行
わ
れ
、
三

反
園
訓
知
事
か
ら
受
賞
者
へ
表
彰

状
等
と
と
も
に
激
励
の
言
葉
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
一
部
の
学
生
は
授

業
等
が
重
な
り
残
念
な
が
ら
出
席

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
出
席
し

た
学
生
ら
は
受
賞
の
喜
び
を
胸

に
、
誇
ら
し
げ
な
表
情
で
表
彰
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

　

受
賞
式
後
カ
ヌ
ー
部
元
キ
ャ
プ

テ
ン
で
4
年
生
の
柚
野
秀
斗
さ
ん

は
「
鹿
児
島
県
知
事
表
彰
と
い
う

素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
大
学
へ
の
入
学
を
機
に
鹿
児

島
県
に
や
っ
て
き
て
4
年
間
、
鹿

屋
体
育
大
学
の
皆
さ
ん
を
始
め
地

域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
こ
の

よ
う
な
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
年
の
鹿
児
島
国
体
で

は
、
カ
ヌ
ー
部
の
後
輩
の
み
ん
な

が
先
頭
に
立
っ
て
結
果
を
残
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
感
謝
の

言
葉
と
後
輩
へ
の
期
待
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
及
び
本
財

団
主
催
に
よ
る
令
和
元
年
度

「
競
技
成
績
報
告
会
」
を
2

月
13
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
令
和
元
年
度

に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
学

生
の
健
闘
を
讃
え
る
と
と
も

に
、
日
頃
ご
声
援
を
い
た
だ

い
て
い
る
学
内
外
の
支
援
者

に
対
し
、
感
謝
の
意
を
こ
め

て
競
技
成
績
の
報
告
を
行
う

た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

会
は
松
下
雅
雄
学
長
か

ら
日
ご
ろ
の
ご
支

援
へ
の
感
謝
と

学
生
の
さ
ら
な
る

活
躍
を
期
待
す
る

挨
拶
で
始
ま
り
ま

し
た
。
続
い
て
中

野
健
作
鹿
屋
市
教

育
委
員
会
教
育
長

に
よ
る
来
賓
挨
拶

で
は
、
２
０
２
０

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
や
か
ご
し
ま
国

体
で
の
活
躍
に
期

待
を
込
め
て
、

２
０
０
４
ア
テ
ネ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

競
泳
８
０
０
ｍ
自

由
形
で
金
メ
ダ
ル

に
輝
い
た
柴
田
亜

衣
さ
ん
の
当
時
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹

介
さ
れ
、
学
生
た

ち
へ
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。
最
後

に
主
催
者
で
あ
る

当
財
団
風
呂
井

敬
理
事
長
か
ら

の
乾
杯
の
発
声

で
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
懇
親
会

が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
乾
杯
後
に

は
、
各
課
外
活
動
団
体
顧
問

か
ら
今
年
度
の
成
績
と
選
手

の
紹
介
が
あ
り
、
出
席
者
か

ら
の
盛
大
な
拍
手
で
あ
た
た

か
な
祝
福
を
う
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の

成
績
が
顕
著
で
鹿
屋
市
の
名

声
を
高
め
た
者
に
贈
ら
れ
る

鹿
屋
市
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
金
の

贈
呈
式
も
執
り
行
わ
れ
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
杉
野
正
尭

さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程

3
年
・
体
操
競
技
部
）
に
中

野
教
育
長
か
ら
奨
励
金
の
目

録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
一
般
社
団
法
人
テ

ン
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ン
ス
カ

ラ
ー
シ
ッ
プ
の
今
村
潤
代
表

理
事
か
ら
競
技
成
績
の
成
長

が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
み
な

さ
れ
た
カ
ヌ
ー
部
、
体
操
競

技
部
、
漕
艇
部
に
支
援
金
の

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
学
生
を
代
表
し

て
杉
野
さ
ん
か
ら
ご
支
援
い

た
だ
い
て
い
る
皆
様
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
や
今
後
の
抱
負

な
ど
が
語
ら
れ
、
最
後
に
、

瓜
田
吉
久
学
長
補
佐
（
競
技

力
向
上
担
当
）
か
ら
出
席
者

へ
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。

鹿児島県知事表彰「スポーツ部門」
鹿屋体育大学から 10名受賞！！

受賞したカヌー部のみなさんと顧問教員の中村夏実准教授

【鹿児島県知事表彰「スポーツ部門」受賞者（本学関係）】
区分 種目 氏名 功績

個
人

カ
ヌ
ー

柚　野　秀　斗 2019年度日本カヌースプリント選手権大会
男子カナディアンフォア500ｍ　優勝

森　　　愛　奈 2019年度日本カヌースプリント選手権大会
女子カヤックペア200ｍ 500ｍ　優勝

林　田　　　薫 2019年度日本カヌースプリント選手権大会
女子カヤックペア500ｍ　優勝

田　原　瞭　太 2019年度日本カヌースプリント選手権大会
男子カヤックペア200ｍ　優勝

橋　沼　　　新 2019年度日本カヌースプリント選手権大会
男子カヤックペア200ｍ　優勝

ボ
ー
ト

四　方　美　咲 第97回全日本選手権大会ボート競技
軽量級女子ダブルスカル　優勝

谷　口　智佳子 第97回全日本選手権大会ボート競技
軽量級女子ダブルスカル　優勝

団
体

カ
ヌ
ー

田　原　瞭　太
2019年度日本カヌースプリント選手権大会
男子カヤックフォア500ｍ　優勝

森　黒　　　開
安　藤　久　騎
下　川　拓　樹

令
和
元
年
度

「
競
技
成
績
報
告
会
」を
開
催

競技成績優秀者の紹介 学生代表のあいさつ

中野教育長からの鹿屋市スポーツ奨励金贈呈
一般社団法人テンオーバーナインスカラーシップの

今村潤代表理事を囲んで
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鹿
屋
体
育
大
学
で
2
月
4

日
、
令
和
元
年
度
ス
ポ
ー
ツ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
セ
ン

タ
ー
（
以
下
「
Ｓ
Ｐ
研
究
セ

ン
タ
ー
」
）
協
力
者
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
議

は
、
Ｓ
Ｐ
研
究
セ
ン
タ
ー
が

行
う
研
究
に
関
し
て
、
専
門

知
識
を
有
す
る
学
識
経
験
者

及
び
競
技
経
験
者
か
ら
意
見

を
求
め
る
た
め
に
開
催
す
る

も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
の
実
際

と
今
後
へ
の
提
言
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
札
幌
国
際
大
学
の

小
林
秀
紹
教
授
が
講
演
を
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
統
計

を
も
と
に
し
た
従
来
か
ら
の

　

2
月
6
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
の
水
野
講
堂
を
会
場
と
し

て
後
期
開
講
の
「
ダ
ン
ス
」

受
講
者
に
よ
る
、
ダ
ン
ス
発

表
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
「
ダ
ン

ス
」
を
履
修
し
て
い
る
学
生

達
が
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
、
そ
の
集
大
成
を
発

表
会
の
形
で
披
露
す
る
も
の

で
す
。

　

受
講
者
全
員
に
よ
る
「
南

中
ソ
ー
ラ
ン
節
」
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
は
じ
め
、
全
部
で

７
作
品
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
学
校
生
活
、
試
合
等
の

青
春
や
チ
ア
ダ
ン
ス
を
題
材

と
し
た
ダ
ン
ス
、
童
話
や
映

画
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ダ
ン

ス
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン

ス
も
あ
り
ま
し
た
。
中
で

も
、
４
年
生
７
名
に
よ
る

ダ
ン
ス
「O

ur G
am

es 

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
1
月
15

日
、
「
学
長
と
指
導
教
員
、

留
学
生
と
の
懇
談
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
懇
談

会
は
、
留
学
生
の
日
頃
の
勉

学
や
研
究
の
状
況
、
悩
み
や

要
望
に
つ
い
て
、
学
長
及
び

理
事
、
指
導
教
員
へ
伝
え
る

こ
と
で
、
よ
り
良
い
留
学
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
と
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
に
松
下
雅
雄
学
長
か

ら
「
こ
の
機
会
に
悩
み
や
要

望
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大

学
の
良
い
点
に
つ
い
て
も
意

見
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
懇
談

会
に
参
加
し
た
留
学
生
や

チ
ュ
ー
タ
ー
は
、
普
段
は
直

接
話
を
す
る
機
会
の
少
な
い

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
２
月
７
日
、

令
和
元
年
度
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
実
践

セ
ン
タ
ー
協
力
者
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
同
会
議
は
健
康
づ
く

り
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振

興
を
目
的
と
し
て
、
専
門
知
識
を

有
す
る
学
識
経
験
者
の
方
々
か
ら

広
く
意
見
を
求
め
る
た
め
、
毎
年

1
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
と
地
域
の
連
携
が
求
め
ら

れ
て
い
る
社
会
情
勢
を
鑑
み
、
鹿

屋
体
育
大
学
で
は
、
国
立
唯
一
の

体
育
単
科
大
学
と
し
て
、
研
究
・

教
育
だ
け
で
な
く
、
大
学
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
た
地
域
貢
献
へ
の
取
組

が
近
年
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
会
議
で
は
「
大
学
の
ス
ポ
ー

ツ
資
源
を
活
用
し
た
地
域
振
興
の

可
能
性
」
を
テ
ー
マ
に
、
ス
ポ
ー

ツ
庁
参
事
官
（
地
域
振
興
担
当
）

の
増
井
国
光
氏
よ
り
「
大
学
ス

ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
域
振
興
に

~
loss or w

in
~

」
で

は
、
大
学
に
入
学
し
て
か
ら

４
年
間
で
行
っ
て
き
た
試
合

〈G
A

M
E

〉
を

題
材
に
、
試
合
前

の
緊
張
、
試
合
中

の
が
む
し
ゃ
ら
な

様
子
、
試
合
後
の

喜
び
と
失
望
感
を

ダ
ン
ス
で
表
現
し

て
い
ま
し
た
。

　

3
年
生
9
名

に
よ
る
ダ
ン
ス

「
キ
ュ
ン
キ
ュ
ン

し
て
み
ま
せ
ん

か
？
」
は
、
あ
る 

学
校
の
男
子
生
徒

が
学
校
の
マ
ド
ン

ナ
に
一
目
ぼ
れ

し
、
努
力
を
す
る

恋
物
語
を
テ
ー
マ

に
し
た
ダ
ン
ス
で

会
場
は
大
い
に
盛

「
令
和
元
年
度
学
長
と
指
導
教
員
、

留
学
生
と
の
懇
談
会
」
を
開
催

つ
い
て
」
、
日
本
航
空
株
式
会
社

総
合
政
策
セ
ン
タ
ー
地
域
活
性
化

推
進
部
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
大
槻

政
直
氏
よ
り
「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム

へ
の
取
り
組
み
と
可
能
性
」
、
大

阪
体
育
大
学
教
授
の
冨
山
浩
三
氏

よ
り
「
大
阪
体
育
大
学
の
社
会
貢

献
事
業
」
、
株
式
会
社
ス
ポ
ー
ツ

リ
ン
ク
ア
ン
ド
シ
ェ
ア
代
表
取
締

役
の
川
前
真
一
氏
よ
り
「
大
学
開

放
型
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
取

り
組
み
～
事
例
報
告
～
」
の
演
題

で
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
事
例
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
学
が
商

店
街
を
巻
き
込
ん
で
ク
ー
ポ
ン
を

発
行
し
、
収
益
を
上
げ
て
い
る
事

例
等
も
あ
り
、
大
学
と
地
域
と
が

連
携
し
て
地
域
振
興
の
好
循
環
を

生
み
出
す
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い

て
、
改
め
て
考
え
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

研
究
に
加
え
て
、
個
別
事
例

や
現
場
の
実
践
知
を
重
要
視

し
た
研
究
を
進
め
る
べ
き
だ

と
い
う
こ
と
や
、
Ｓ
Ｐ
研
究

セ
ン
タ
ー
に
来
れ
ば
、
ア
ス

リ
ー
ト
が
自
身
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
理
解
で
き
る
よ
う
今
後

も
工
夫
し
て
欲
し
い
な
ど
今

後
の
提
言
に
つ
い
て
も
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

後
半
は
ア
リ
ー
ナ
に
移
動

し
て
、
セ
ン
タ
ー
教
員
ほ
か

同
大
学
学
生
ら
に
よ
る
「
Ｓ

Ｐ
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
報

告
」
と
題
し
て
、
研
究
・
事

業
報
告
に
つ
い
て
の
ポ
ス

タ
ー
発
表
の
場
を
設
け
ま
し

た
。
そ
の
場
に
い
る
ポ
ス

タ
ー
発
表
者
は
、
質
問
を
受

け
た
内
容
に
つ
い
て
直
接
議

論
す
る
こ
と
が
で
き
、
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

協
力
者
会
議
を
開
催

り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

「
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン

ス
課
題
」
と
題
し
た
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
は
、
受
講
者
全

員
に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

学
生
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ

ア
が
詰
ま
っ
た
演
技
や
、
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
パ
ワ
ー
あ

ふ
れ
る
ダ
ン
ス
に
、
会
場
は

拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

オープニング「南中ソーラン節」

キュンキュンしてみませんか？

学
長
や
理
事
、
教
員
と
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
会

話
を
交
わ
し
、
勉
学
や
研
究

活
動
、
課
外
活
動
の
様
子
な

ど
を
報
告
し
て
い
ま
し
た
。

　

留
学
生
か
ら
は
大
学
の
近

隣
に
飲
食
店
が
少
な
い
こ
と

や
、
週
末
に
学
生
食
堂
が
営

業
し
て
い
な
い
こ
と
が
生
活

上
の
悩
み
と
し
て
あ
げ
ら

れ
、
大
学
か
ら
は
留
学
生
や

チ
ュ
ー
タ
ー
に
配
付
し
て
い

る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
掲
載
さ

れ
た
近
隣
の
お
店
を
記
し
た

地
図
の
活
用
や
、
近
隣
住
民

と
の
交
流
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
な
ど
に

つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。

　

学
長
及
び
理
事
、
指
導
教

員
、
留
学
生
、
チ
ュ
ー
タ
ー

が
そ
ろ
っ
て
直
接
会
話
で
き

る
本
懇
談
会
は
、
参
加
者
に

と
っ
て
大
変
有
益
な
機
会
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
の
留
学

生
活
の
改
善
に
役
立
つ
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
懇
談
会

の
最
後
に
森
理
事
・
副
学
長

か
ら
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ

き
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
実
践
セ
ン
タ
ー
協
力
者
会
議
を
開
催

ダ
ン
ス
発
表
会
を
開
催
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　サッカー部は１期生入学年度である 1984 年に
設立されました。当初の部員はたったの 6名だっ
たそうです。井上尚武前監督から歴史は刻まれ、
今では部員 100 名弱の全国大会常連校とまで成
長することができました。
　現在は塩川勝行監督のもと、チームを 3つに分
けて、それぞれ九州大学リーグ 1部、九州社会人
リーグ、鹿児島県社会人リーグ 1部に参加し、皆
に試合機会のチャンスがある環境です。また、最
近では主務や分析、コーチ、トレーナー担当など
オフザピッチで活躍してくれる学生も増えてきま
した。チームで一致団結をし、技術力向上・チー
ム力向上を目指しています。
　サッカー部では、社会貢献活動の一環として、
小学生向けや園児向けのサッカーイベントの開
催、幼稚園や保育園等を周り園児に身体を動かす
楽しさを伝える巡回指導を行っております。加え
て、競技者自身も選手としてだけではなく、九

州大学サッカーを盛り上げるべくイベントや SNS
を活用した告知、広報にも精を出し頑張っている
所存でございます。
　これまで、プロ選手（Ｊリーグ）をはじめ、ＪＦ
Ｌ、地域リーグに数多くの選手を輩出すると同時
に、Ｊリーグクラブスタッフや下部組織コーチな
どのサッカー関係やスポーツインストラクター、
学校教員、大手企業などさまざまな分野で活躍す
るOBも輩出してきました。
　鹿屋体育大学サッカー部の今年のスローガンは
「熱烈峻厳」です。ねつれつしゅんげんと読み、
情熱を込めて事に当たり、何があっても絶対に譲
らない厳しさをもつという意味です。このスロー
ガンのもと、まだ一度も成し遂げていない「全国
優勝」に向かい、私達は応援してくださる方々に
感謝し、全国大会で良い結果を残し鹿屋という名
をより多くの人に知ってもらうために、日々精進
していきます。サッカー部

課外活動団体紹介

　

1
月
30
日
、
31
日
に
競
技

力
向
上
を
担
う
指
導
者
と
し

て
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
毎
年
開
催
し
て

い
る
ス
ポ
ー
ツ
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
（
鹿
児
島
県

教
育
委
員
会
・
鹿
屋
体
育
大

学
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
中
学

校
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等

学
校
等
の
保
健
体
育
担
当
教

員
や
運
動
部
活
動
指
導
者
等

を
対
象
と
し
た
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
及
び
健
康
に

関
す
る
専
門
的
研
究
や

最
新
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

法
に
つ
い
て
の
研
修

で
、
今
年
度
は
22
名
が

参
加
。
90
分
の
講
義
5

コ
マ
と
実
技
指
導
が
2

時
間
、
グ
ル
ー
プ
討
議

1
時
間
と
充
実
の
研
修

日
程
が
組
ま
れ
、
鹿
屋

体
育
大
学
の
教
員
が
講

師
を
務
め
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー

の
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る

山
本
正
嘉
教
授
は
「
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
概
論
」

と
題
し
た
講
義
で
、

“
科
学
的
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
”
と
は
一
日
に
し

て
は
な
ら
ず
、
ま
た
高

度
な
精
密
機
械
等
が
な

く
て
も
紙
一
枚
か
ら
始

め
ら
れ
る
と
話
し
ま
し

た
。
ま
た
、
同
セ
ン

タ
ー
の
髙
井
洋
平
准
教

授
は
、
ス
ピ
ー
ド
や
パ

ワ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

は
年
齢
や
強
度
、
個
人

の
体
格
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
要
素
が
絡
み
あ
っ

て
い
る
こ
と
を
多
く
の

に
常
に
ど
の
筋
肉
が
伸
び
て

い
る
か
を
意
識
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま

し
た
。
2
日
間
の
セ
ミ
ナ
ー

の
最
後
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
心

理
の
講
義
を
担
当
し
た
幾
留

沙
智
講
師
と
ス
ポ
ー
ツ
栄
養

の
講
義
を
担
当
し
た
長
島
未

央
子
講
師
を
含
め
た
5
名
が

参
加
し
た
意
見
交
換
会
が
行

わ
れ
、
大
変
有
意
義
な
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
26
日
に
鹿
屋
体
育
大

学
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
、
第
６
回
大

学
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
16

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
説
明
会
は
、
大
学
進

学
者
の
多
い
関
東
地
区
の
高

校
生
を
主
な
対
象
と
し
て
、

同
大
学
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
、
年
7
回
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
ま

ず
、
同
大
学
の
長
島
講
師
か

ら
大
学
の
概
要
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
、
教
職
員
に
よ

る
個
別
相
談
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
個
別
相
談
に
お
い
て

は
、
同
大
学
一
般
入
試
前
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
高
校
３

　

鹿
屋
体
育
大
学
海
洋
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
2
月

12
日
、
防
災
体
制
の
徹
底
、

自
衛
消
防
組
織
に
お
け
る
任

務
の
確
認
、
教
職
員
及
び
学

生
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
2
部
構

成
で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

1
部
は
地
震
に
よ
る
火
災

が
発
生
し
た
想
定
で
、
避
難

及
び
消
火
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
前
半
で
は
自
衛
消

防
隊
長
の
中
村
夏
実
セ
ン

タ
ー
長
の
指
揮
に
よ
り
、
セ

ン
タ
ー
職
員
が
通
報
・
連

絡
、
避
難
誘
導
、
警
備
等
の

各
任
務
に
あ
た
り
、
防
火
管

理
者
で
あ
る
鴨
田
保
施
設
課

長
の
立
会
い
の
も
と
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
後
半
の
消

火
訓
練
で
は
、
消
火
器
の
取

扱
説
明
の
後
、
海
洋
ス
ポ
ー

デ
ー
タ
を
提
示
し
て
説
明

し
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
と

向
き
合
っ
た
指
導
が
将
来
に

結
び
つ
く
こ
と
の
大
切
さ
も

含
ん
だ
講
義
と
な
り
ま
し

た
。

　

藤
田
英
二
准
教
授
は
「
ス

ポ
ー
ツ
障
害
の
予
防
と
対

策
」
の
講
義
で
、
正
し
い
ス

ト
レ
ッ
チ
方
法
を
実
践
し
な

が
ら
説
明
し
、
形
だ
け
の
ス

ト
レ
ッ
チ
に
な
ら
な
い
よ
う

県
内
の
保
健
体
育
担
当
教
員
と
運
動
部
活
動
指
導
者
等
を
対
象
に

令
和
元
年
度
ス
ポ
ー
ツ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
！正しいストレッチを実践

大学概要説明の様子

意見交換会の様子

山本教授による「トレーニング概論」の講義 台車を使った体幹トレーニングを実践

東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

大
学
説
明
会
を
開
催

第６回

年
生
の
参
加
者
か
ら
入
試
や

部
活
動
の
こ
と
を
中
心
に
熱

心
な
質
問
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
も

「
大
学
の
詳
し
い

活
動
等
が
理
解
で

き
た
」
「
大
学
の

雰
囲
気
が
伝
わ
っ

て
き
た
」
「
参
考

に
な
る
情
報
が
多

く
あ
っ
た
」
等
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ

る
な
ど
、
お
お
む

ね
好
評
で
あ
り
、

参
加
者
に
と
っ
て

意
義
の
あ
る
大
学

説
明
会
と
な
っ
た
よ
う
で

す
。

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

防
災
訓
練
を
実
施

ツ
を
専
攻
す
る
学
生
達
が
消

火
器
の
使
い
方
を
経
験
し
ま

し
た
。

　

2
部
は
地
震
に
よ
る
津
波

が
発
生
し
た
想
定
で
、
海

洋
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
か
ら
約
1.2
㎞

離
れ
た
高
台
へ
の

避
難
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加

し
た
教
職
員
及
び

学
生
は
、
実
際
に

走
っ
て
避
難
経
路

と
途
中
の
民
家
等

の
状
況
を
確
認
し

ま
し
た
。
最
後
に

中
村
セ
ン
タ
ー
長

か
ら
「
今
回
の
訓

練
で
避
難
経
路
を

理
解
で
き
た
と
思

い
ま
す
が
、
実
際

に
災
害
が
起
き
た

場
合
は
、
地
域
の

住
民
の
方
の
手
助
け
な
ど
、

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
考
え

な
が
ら
、
行
動
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
の

講
評
が
あ
り
ま
し
た
。
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く
も
ち
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
初
め
て
体
験
す
る
も
ち

つ
き
に
目
を
輝
か
せ
る
学
生

や
、
見
事
な
連
携
プ
レ
ー
を

披
露
す
る
学
生
な
ど
い
ろ
い

ろ
で
、
も
ち
を
つ
く
力
強
い

音
や
参
加
者
の
愉
快
な
笑
い

声
が
響
き
ま
し
た
。

　

１
月
25
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
学
生
食
堂
で
学
生
宿
舎

会
の
主
催
に
よ
る
「
も
ち
つ

き
大
会
」
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
学
生
宿
舎
会
は
学
生
宿

舎
入
居
者
の
自
治
組
織
で
、

共
同
生
活
に
必
要
な
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
も
ち
つ
き
大
会
は
、
入

居
者
間
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
学
生
食
堂
の

協
力
の
も
と
毎
年
実
施
し
て

い
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
、
運

営
は
す
べ
て
学
生
が
行
っ
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
ば
か
り
の
学
生
食
堂
に

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
敷
き
、

こ
の
日
の
た
め
に
大
き
な
臼

と
杵
が
用
意
さ
れ
、
学
生
た

ち
の
元
気
な
掛
け
声
の
も

と
、
ほ
と
ん
ど
休
む
間
も
な

　

1
月
28
日
～
30
日
の
3
日

間
、
鹿
屋
体
育
大
学
学
生
食

堂
で
ラ
ー
メ
ン
フ
ェ
ア
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
食
堂

で
は
毎
回
好
評
の
カ
レ
ー

フ
ェ
ア
や
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン

グ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
ま
す
が
、
ラ
ー
メ
ン

フ
ェ
ア
は
今
回
が
初
め
て
。

極
太
麺
に
こ
っ
て
り
し
た
味

噌
豚
骨
の
ス
ー
プ
が
か
ら
む

「
味
噌
豚
骨
つ
け
麺
」
、
鹿

屋
体
育
大
食
堂
オ
リ
ジ
ナ
ル

で
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の

「
ど
っ
か
ん
ラ
ー
メ
ン
」
、

支
那
そ
ば
の
よ
う
に
あ
っ
さ

　

1
月
10
日
か
ら
１
週
間

の
日
程
で
、
台
湾
に
お
け
る

高
校
女
子
の
強
豪
校
で
あ
る

南
山
高
中
學
女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
鹿
屋
体

育
大
学
を
訪
問
し
、
同
大
学

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

と
の
合
同
練
習
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
の
合
同
練
習
は
、

昨
年
同
大
学
女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
が
競
技
力
向
上

の
た
め
の
対
戦
相
手
を
求
め

て
台
湾
に
強
化
練
習
に
出
向

き
、
多
く
の
高
校
や
大
学
の

チ
ー
ム
と
強
化
練
習
を
行
っ

た
際
の
交
流
が
き
っ
か
け
で

実
現
し
ま
し
た
。

　

来
訪
の
挨
拶
を
受
け
た

松
下
雅
雄
学
長
は
「
高
校
生

と
言
っ
て
も
強
豪
校
と
聞
い

て
い
る
。
お
互
い
に
刺
激
し

合
っ
て
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
し
て
く
だ
さ
い
。
今
後
も

交
流
が
続
く
こ
と
を
ぜ
ひ
期

待
し
ま
す
」
と
激
励
の
言
葉

を
か
け
ま
し
た
。
南
山
高
中

學
の
李
陸
臻
監
督
は
「
次
回

も
優
勝
で
き
る
よ
う
な
練
習

に
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を

話
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
交

流
を
通
し
て
木

葉
一
総
監
督
は

「
1
週
間
と
い

う
短
い
期
間
で

し
た
が
、
上
達

が
早
か
っ
た
。

本
学
の
部
員

に
と
っ
て
も
す

べ
て
が
良
い
経

験
で
し
た
」
と

語
り
、
同
大
学

部
員
の
島
川
帆

乃
花
さ
ん
（
ス

ポ
ー
ツ
総
合

課
程
2
年
）
は

「
強
い
練
習
相

手
が
来
て
く
れ

た
こ
と
自
体
も

う
れ
し
く
、
ま

た
人
に
教
え
る

と
自
分
た
ち
の

日
ご
ろ
の
練
習

方
法
等
を
見
直

事
務
局
か
ら

　

本
財
団
の
賛
助
会
員
制
度
は
、

平
成
元
年
四
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

年
会
費
（
寄
付
金
）
は
一
口
企
業

三
万
円
、
個
人
一
万
円
か
ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団
法
人
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
財

団
に
対
す
る
年
会
費
（
寄
付
金
）

に
つ
き
ま
し
て
は
税
法
上
の
優
遇

措
置
が
あ
り
、
二
千
円
を
超
え
る

ご
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の

超
え
る
額
に
つ
い
て
所
得
税
の
寄

付
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込
み
も
し
く

は
現
金
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、
次
の
金

融
機
関
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
鹿
児
島
銀
行　

鹿
屋
支
店

　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・
鹿
児
島
興
業
信
用
組
合　

西
原

支
店

　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫　

西
原

支
店

　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

　

公
益
財
団
法
人　

鹿
屋
体
育
大
学

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
教
育
財
団

　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
関
係
各
位
の
格
別

な
る
御
高
配
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

次
々
と
つ
き
あ
が
っ
た
も

ち
は
、
き
な
粉
、
あ
ん
こ
、

醤
油
に
揚
げ
も
ち
、
ぜ
ん
ざ

い
な
ど
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

変
え
な
が
ら
ふ
る
ま
わ
れ
、

昼
食
時
間
の
会
場
は
、
約

２
０
０
名
の
宿
舎
生
た
ち
で

大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　本紙は主に在校生の活躍や母校における行事等を
掲載してきておりますが、卒業生のご活躍も掲載可
能です。（紙面の都合により掲載できない場合もござ
います。）ぜひ全国各地でご活躍されている先輩方の
情報も発行元又は大学広報係までご連絡ください。
　また、卒業時に届けられたお名前、住所やアドレス
等に変更が生じた方は、ご連絡ください。
　今後とも本財団及び鹿屋体育大学をよろしくお願
いいたします。

鹿屋体育大学
卒業生の皆様へ

り
し
た
味
の
福
島
県
喜
多
方

市
の
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
「
喜

多
方
ラ
ー
メ
ン
」
が
3
日
間

日
替
わ
り
で
提
供
さ
れ
、
昼

時
に
な
る
と
食
堂
の
外
ま
で

行
列
が
で
き
、
多
く
の
学

生
や
教
職
員
が
限
定
の

ラ
ー
メ
ン
を
味
わ
い
ま

し
た
。

　

3
日
間
で
５
０
０
杯

以
上
の
売
れ
行
き
を
見

せ
た
ラ
ー
メ
ン
企
画
は

好
評
で
、
特
に
体
大
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ど
っ
か
ん

ラ
ー
メ
ン
を
食
し
た
人

か
ら
は
「
見
た
目
の
ボ

１日	 新入生・第３年次編入生オリエンテーション
	 英語プレイスメントテスト（１年次）
	 健康診断（～ 6日）
２日	 在学生ガイダンス（２年次以上）
	 小クラス懇談会（２年次以上）
３日	 新入生オリエンテーション
	 大学院在学生ガイダンス
	 関連実技科目ガイダンス
４日	 新入生合宿研修（～ 5日）
６日	 入学式

学内行事（令和２年４月）

リ
ュ
ー
ム
感
に
は
驚
い
た

が
、
麺
と
ス
ー
プ
は
塩
味
で

意
外
と
あ
っ
さ
り
し
て
い
て

食
べ
や
す
く
、
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
」
と
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

せ
る
の
で
と
て
も
良
い
機
会

に
な
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま

し
た
。

鹿
屋
体
育
大
学
の
学
食
で
ラ
ー
メ
ン
フ
ェ
ア
を
開
催

台
湾
の
高
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
強
豪
校

鹿
屋
体
育
大
学
で
合
同
練
習
を
実
施

鹿
屋
体
育
大
学
公
開
講
座

バ
レ
ー
ボ
ー
ル・ウ
ィ
ン
タ
ー・キ
ャ
ン
プ
を
開
催

　

２
月
１
日
、
２
日
の
２
日

間
で
鹿
屋
体
育
大
学
公
開
講

座
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ウ
ィ

ン
タ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
」
が
、

鹿
児
島
県
内
の
小
中
学
生
40

名
の
参
加
者
と
多
数
の
保
護

者
が
見
学
す
る
中
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
講
座
で
は
、
年

齢
や
経
験
の
レ
ベ
ル
な
ど
で

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
技
能
学
習
や
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年

寒
い
中
で
開
催
さ
れ
る
冬
の

公
開
講
座
で
す
が
、
今
年
は

２
日
間
と
も
穏
や
か
な
天
候

に
恵
ま
れ
、
会
場
の
球
技
体

育
館
に
は
一
段
と
元
気
で
活

気
に
あ
ふ
れ
た
声
が
響
い
て

い
ま
し
た
。

　

同
大
学
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
員
で
、
参
加
者
を
競
技
か

ら
生
活
面
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し

た
メ
ン
バ
ー
の
一
人
・
田
部

咲
来
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合

課
程
３
年
）
は
、
「
講
座
を

通
し
て
子
ど
も
達
と
接
し
て

い
る
と
、
改
め
て
感
じ
る
こ

と
や
新
た
な
発
見
が
あ
り
ま

す
。
大
学
生
に
と
っ
て
も
と

て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し

た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
を
会
場
と

し
て
開
催
さ
れ
る
令
和
元
年

度
の
公
開
講
座
は
、
今
回
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
最
後
と
な

り
ま
し
た
。
同
大
学
で
は
来

年
度
も
施
設
や
研
究
を
生
か

し
た
公
開
講
座
が
多
数
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

１日・	第96回日本選手権水泳競技大会
　　（～8　東京/東京アクアティクスセンター）
17日・第74回全日本体操競技個人総合選手権大会
　　（ ～19　東京/武蔵野の森総合スポーツプラザ）

【
注
意
】	「
学
内
行
事
」・「
闘
い
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
は

　
　
　

	

令
和
２
年
３
月
上
旬
時
点
で
の
予
定
で
す
。

闘いのスケジュール ４月

鹿
屋
体
育
大
学
学
生
食
堂
で

学
生
宿
舎
会
も
ち
つ
き
大
会
を
実
施

450円のどっかんラーメン！

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

賛
助
会
費
は
、
奨
学
金
、
国
際

交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱ 

様
（
三
万
円
）

６日	 	新入生及び保護者とクラス担任と
の懇談会

	 大学院新入生オリエンテーション
７日	 授業開始
	 履修登録期間（～ 20日）
24日	 競技力向上の会
30日	 	研究題目届・学位論文変更届提出

締切（修士）
	 	論文主題・研究計画書・博士論文

作成計画書提出締切（博士）
上旬	 日本学生支援機構奨学金申請説明会
	 （給付奨学金・貸与奨学金）

18日・	2020年度全日本学生ロードレース・カッ
プ・シリーズ第1戦

　　（ ～19　長野/飯山市）
25日・	第36回全日本学生選手権個人ロードレース

大会
　　（ 群馬/群馬サイクルスポーツセンター）


